
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

2010 年 

1月12日 (火)  10：30～17：30 

 

会場：国際連合大学５階 エリザベス・ローズ・ホール 

主催：国際連合大学（UNU－ISP） 

地球環境パートナーシッププラザ（GEIC） 
 

 

 

 

 

 

 

 

お申込み： 

WEB、E-mail、FAX いずれかでお申し込みいただけます。 
☛WEB：http://www.epc.or.jp/inquiry/ へアクセスし、 

フォームに必要事項をご記入ください。 

☛電子メール：件名を「1 月 21 日-生物多様性円卓会議」 

と記載し、本文に、①お名前、②所属、③連絡先（メール 

アドレス）、④懇親会の参加の有無を明記の上、次のアドレスへ

送信してください。unugeic121@epc.or.jp  

☛ファックス：裏面の記入フォームにご記入の上、送信 

してください。FAX：03-3407-8164 

2010 年の国連生物多様性年の始まりに際し、国際研究機関である UNU-ISP

とパートナーシップの拠点である GEIC の双方の強みを活かし、グローバルな

視点から生物資源の損失を低減・回復するための方策や連携のあり方を NGO、

企業、政府、国際機関、市民など多様な主体間の対話を通じて模索し、実効性

のある政策の提言を目指して、円卓会議を開催します。 

国際連合大学   渋谷区神宮前 5－53－70 

渋谷駅から徒歩 10 分。地下鉄表参道駅出口

B2（銀座線、半蔵門線、千代田線）から徒歩 5

分。国連大学本部に向かって左手にこどもの城、

青山通りをはさんだ向かいには青山学院大学が

あります。 

http://www.epc.or.jp/inquiry/
mailto:unugeic121@epc.or.jp


 SCHEDULE 

1．開会・基調講演 （10：30～11：45） 

開会挨拶 国際連合大学 副学長 武内和彦 サスティナビリティと平和研究所・所長 

基調講演 原科幸彦 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 環境理工学創造専攻教授 

「戦略的環境アセスメント（SEA）と国際協力における環境社会配慮」 

2．円卓会議 

○第 1セッション  （13：00～15：00） 

テーマ：世界の生物多様性保全政策のあり方を考える 

議長：宮崎正浩  跡見学園女子大学 教授 

■スピーカー 

研究者 - 田中章 東京都市大学准教授 [ノーネットロス政策] 

NGO - 満田夏花 メコンウォッチジャパン/FoE [資源開発と土地利用転換] 

企業 - 貴島兼隆 ヌサ・テンガラ・マイニング株式会社 [ヌサ・テンガラ鉱山] 

UNU – 高橋志麻子 UNU研究員 [インド・シッキムの研究] 

■コメンテイター 

中島尚子 - 環境省自然環境局自然環境計画課 生物多様性地球戦略企画室 

三次啓都 - 国際協力機構（JICA） 地球環境部森林・自然環境保全 

○第 2セッション  （15：15～17：15） 

テーマ：生物多様性保全のための市民・消費者の役割 

議長：藤田香  日経エコロジー 

■スピーカー 

企業 - 木戸一成 積水ハウス [木材の調達] 

企業 -  胤森なお子 フェアトレードカンパニー㈱ピープルツリー [フェアトレード] 

企業 - 大沢年一 日本生活協同組合連合会環境事業推進室室長 [会員の取り組み] 

NGO -  坂本有希 (財)地球・人間環境フォーラム [フェアウッドキャンペーン] 

■コメンテイター 

辰巳菊子 - 日本消費生活コンサルタント・アドバイザー協会 

高岡由紀子 - グリーン購入ネットワーク 

橋本一洋 - 環境省総合環境政策局環境経済課 

3．全体まとめ  （17：15～17：30） 

4．終了後 懇親会 （場所：GEIC展示室） 参加費 1,000円 

GEIC展示室では、生物多様性のパートナーシップ展示を開催中 

 

生 物多様 性保 全に関 する円 卓会 議  1 月 12 日 （ 火）  

☛ファックス申し込み            FAX：03－3407-8164 

お名前 
 

所 属 
 

連絡先 

□電子メール □ファックス □電話番号（←いずれか 1 つチェックし、↓下段に記載） 

 

懇親会 □参加  □不参加  （←いずれか 1 つチェック。参加費 1,000 円当日集金します） 

 


